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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、使用するプラットフォーム

およびソフトウェアリリースの Bug Search Toolおよびリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリース

のリストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、https://cfnng.cisco.com/に進みます。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

VLANトランクの前提条件
IEEE 802.1Qトランクは、ネットワークのトランキング方式について次の制約があります。

• IEEE 802.1Qトランクを使用して接続している Cisco devicesのネットワークでは、devices
はトランク上で許容される VLANごとに 1つのスパニングツリーインスタンスを維持し
ます。他社製のデバイスは、すべての VLANでスパニングツリーインスタンスを 1つサ
ポートする場合があります。

IEEE 802.1Qトランクを使用して Cisco deviceを他社製のデバイスに接続する場合、Cisco
deviceは、トランクの VLANのスパニングツリーインスタンスを、他社製の IEEE 802.1Q
deviceのスパニングツリーインスタンスと結合します。ただし、各VLANのスパニングツ
リー情報は、他社製の IEEE802.1Qdevicesからなるクラウドにより分離されたCisco devices
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によって維持されます。Cisco devicesを分離する他社製の IEEE802.1Qクラウドは、devices
間の単一トランクリンクとして扱われます。

• IEEE 802.1Qトランクに対応するネイティブVLANが、トランクリンクの両側で一致して
いなければなりません。トランクの片側のネイティブVLANと反対側のネイティブVLAN
が異なっていると、スパニングツリーループが発生する可能性があります。

•ネットワーク上のすべてのネイティブ VLANについてスパニングツリーをディセーブル
にせずに、IEEE 802.1QトランクのネイティブVLAN上のスパニングツリーをディセーブ
ルにすると、スパニングツリーループが発生することがあります。IEEE 802.1Qトランク
のネイティブVLAN上でスパニングツリーをイネーブルのままにしておくか、またはネッ
トワーク上のすべての VLANでスパニングツリーをディセーブルにすることを推奨しま
す。また、ネットワークにループがないことを確認してから、スパニングツリーをディ

セーブルにしてください。

VLANトランクについて

トランキングの概要

トランクとは、1つまたは複数のイーサネット deviceインターフェイスと他のネットワーキン
グデバイス（ルータ、deviceなど）の間のポイントツーポイントリンクです。イーサネット
トランクは 1つのリンクを介して複数の VLANトラフィックを伝送するので、VLANをネッ
トワーク全体に拡張できます。

トランクを設定できるのは、1つのイーサネットインターフェイスまたはEtherChannelバ
ンドルに対してです。

（注）

トランキングモード

イーサネットトランクインターフェイスは、さまざまなトランキングモードをサポートしま

す。インターフェイスをトランキングまたは非トランキングとして設定したり、ネイバーイン

ターフェイスとトランキングのネゴシエーションを行ったりするように設定できます。トラン

キングを自動ネゴシエーションするには、インターフェイスが同じ VTPドメインに存在する
必要があります。

トランクネゴシエーションは、ポイントツーポイントプロトコル（PPP）であるダイナミック
トランキングプロトコル（DTP）によって管理されます。ただし、一部のインターネットワー
キングデバイスによって DTPフレームが不正に転送されて、矛盾した設定となる場合があり
ます。
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レイヤ 2インターフェイスモード
表 1 :レイヤ 2インターフェイスモード

機能モード

インターフェイス（アクセスポート）を永続的な非トランキングモー

ドにして、リンクの非トランクリンクへの変換をネゴシエートしま

す。インターフェイスは、ネイバーインターフェイスがトランクイン

ターフェイスかどうかに関係なく、非トランクインターフェイスにな

ります。

switchport mode
access

インターフェイスがリンクをトランクリンクに変換できるようにしま

す。インターフェイスは、ネイバーインターフェイスが trunkまたは
desirableモードに設定されている場合、トランクインターフェイスに
なります。すべてのイーサネットインターフェイスのデフォルトのス

イッチポートモードは dynamic autoです。

switchport mode
dynamic auto

インターフェイスがリンクのトランクリンクへの変換をアクティブに

実行するようにします。インターフェイスは、ネイバーインターフェ

イスが trunk、desirableまたは autoモードに設定されている場合、ト
ランクインターフェイスになります。

switchport mode
dynamic desirable

インターフェイスを永続的なトランキングモードにして、ネイバーリ

ンクのトランクリンクへの変換をネゴシエートします。インターフェ

イスは、ネイバーインターフェイスがトランクインターフェイスでな

い場合でも、トランクインターフェイスになります。

switchport mode trunk

インターフェイスがDTPフレームを生成しないようにします。このコ
マンドは、インターフェイススイッチポートモードが accessまたは
trunkの場合だけ使用できます。トランクリンクを確立するには、手
動でネイバーインターフェイスをトランクインターフェイスとして設

定する必要があります。

switchport nonegotiate

プライベート VLANモードを設定します。

switchport mode private-vlanコマンドオプションはサポート
されていません。

（注）

switchport mode
private-vlan

トランクでの許可 VLAN
デフォルトでは、トランクポートはすべての VLANに対してトラフィックを送受信します。
各トランクですべてのVLANID（1～4094）が許可されます。ただし、許可リストからVLAN
を削除することにより、それらの VLANからのトラフィックがトランク上を流れないように
することができます。
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スパニングツリーループまたはストームのリスクを減らすには、許可リストから VLAN 1を
削除して個々の VLANトランクポートの VLAN 1をディセーブルにできます。トランクポー
トから VLAN 1を削除した場合、インターフェイスは引き続き VLAN 1内で Cisco Discovery
Protocol（CDP）、ポート集約プロトコル（PAgP）、LinkAggregationControl Protocol（LACP）、
DTP、および VTPなどの管理トラフィックを送受信します。

VLAN 1をディセーブルにしたトランクポートが非トランクポートになると、そのポートは
アクセスVLANに追加されます。アクセスVLANが1に設定されると、switchport trunk allowed
の設定には関係なく、ポートはVLAN1に追加されます。ポート上でディセーブルになってい
る任意の VLANについて同様のことが当てはまります。

トランクポートは、VLANがイネーブルになっており、VTPがVLANを認識し、なおかつポー
トの許可リストにその VLANが登録されている場合に、VLANのメンバになることができま
す。VTPが新しくイネーブルにされた VLANを認識し、その VLANがトランクポートの許可
リストに登録されている場合、トランクポートは自動的にその VLANのメンバになります。
VTPが新しい VLANを認識し、その VLANがトランクポートの許可リストに登録されていな
い場合には、トランクポートはその VLANのメンバにはなりません。

トランクポートでの負荷分散

負荷分散により、devicesに接続しているパラレルトランクの提供する帯域幅が分割されます。
STPは通常、ループを防止するために、devices間で1つのパラレルリンク以外のすべてのリン
クをブロックします。負荷分散を行うと、トラフィックの所属する VLANに基づいて、リン
ク間でトラフィックが分散されます。

トランクポートで負荷分散を設定するには、STPポートプライオリティまたは STPパスコス
トを使用します。STPポートプライオリティを使用して負荷分散を設定する場合には、両方の
負荷分散リンクを同じdeviceに接続する必要があります。STPパスコストを使用して負荷分散
を設定する場合には、それぞれの負荷分散リンクを同一のdeviceに接続することも、2台の異
なるdevicesに接続することもできます。

STPプライオリティによるネットワーク負荷分散

同一のdevice上の 2つのポートがループを形成すると、deviceは STPポートプライオリティを
使用して、どのポートをイネーブルとし、どのポートをブロッキングステートとするかを判断

します。パラレルトランクポートにプライオリティを設定することにより、そのポートに、

特定の VLANのすべてのトラフィックを伝送させることができます。VLANに対するプライ
オリティの高い（値の小さい）トランクポートがその VLANのトラフィックを転送します。
同じ VLANに対してプライオリティの低い（値の大きい）トランクポートは、その VLANに
対してブロッキングステートのままです。1つのトランクポートが特定の VLANに関するす
べてのトラフィックを送受信することになります。

STPパスコストによるネットワーク負荷分散

トランクにそれぞれ異なるパスコストを設定し、各パスコストをそれぞれ異なる VLAN群に
対応付け、各 VLANでポートをブロックすることによって、VLANトラフィックを分散する
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パラレルトランクを設定できます。VLANはトラフィックを分離し、リンクが失われた場合
に備えて冗長性を維持します。

機能の相互作用

トランキングは他の機能と次のように相互作用します。

•トランクポートをセキュアポートにすることはできません。

•トランクポートをまとめてEtherChannelポートグループにすることはできますが、グルー
プ内のすべてのトランクに同じ設定をする必要があります。グループを初めて作成したと

きには、そのグループに最初に追加されたポートのパラメータ設定値をすべてのポートが

引き継ぎます。次に示すパラメータのいずれかの設定を変更すると、deviceは、入力され
た設定をグループ内のすべてのポートに伝播します。

•許可 VLANリスト。

•各 VLANの STPポートプライオリティ。

• STP PortFastの設定値。

•トランクステータス：

ポートグループ内の1つのポートがトランクでなくなると、すべてのポートがトラン
クでなくなります。

• Per VLAN Spanning Tree（PVST）モードでは最大 24までのトランクポート、マルチスパ
ニングツリー（MST）モードでは最大 40までのトランクポートを設定することを推奨し
ます。

•トランクポートで IEEE 802.1Xをイネーブルにしようとすると、エラーメッセージが表
示され、IEEE802.1Xはイネーブルになりません。IEEE802.1X対応ポートのモードをトラ
ンクに変更しようとしても、ポートモードは変更されません。

•ダイナミックモードのポートは、ネイバーとトランクポートへの変更をネゴシエートす
る場合があります。ダイナミックポートで IEEE 802.1xをイネーブルにしようとすると、
エラーメッセージが表示され、IEEE 802.1xはイネーブルになりません。IEEE 802.1x対応
ポートをダイナミックに変更しようとしても、ポートモードは変更されません。

レイヤ 2イーサネットインターフェイス VLANのデフォルト設定
次の表に、レイヤ 2イーサネットインターフェイス VLANのデフォルト設定を記載します。

表 2 :レイヤ 2イーサネットインターフェイス VLANのデフォルト設定

デフォルト設定機能

switchport mode dynamic autoインターフェイスモード

VLANトランクの設定
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デフォルト設定機能

VLAN 1～ 4094VLAN許容範囲

VLAN 2～ 1001プルーニングに適格な VLAN範囲

VLAN 1デフォルト VLAN（アクセスポート用）

VLAN 1ネイティブVLAN（IEEE802.1Qトランク用）

VLANトランクの設定方法
トランクの誤設定を避けるために、DTPをサポートしないデバイスに接続されたインターフェ
イスが DTPフレームを転送しないように（つまり DTPをオフにするように）設定してくださ
い。

•これらのリンク上でトランキングを行わない場合は、switchport mode accessインターフェ
イスコンフィギュレーションコマンドを使用して、トランキングをディセーブルにしま

す。

• DTPをサポートしていないデバイスへのトランキングをイネーブルにするには、switchport
mode trunkおよび switchport nonegotiateインターフェイスコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して、インターフェイスがトランクになっても DTPフレームを生成しないよ
うに設定します。

トランクポートとしてのイーサネットインターフェイスの設定

トランクポートの設定

トランクポートは VTPアドバタイズを送受信するので、VTPを使用する場合は、device上で
少なくとも 1つのトランクポートが設定されており、そのトランクポートが別のdeviceのトラ
ンクポートに接続されていることを確認する必要があります。そうでない場合、deviceはVTP
アドバタイズを受信できません。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. switchport mode {dynamic {auto | desirable} | trunk}
5. switchport access vlan vlan-id

6. switchport trunk native vlan vlan-id

7. end
8. show interfaces interface-id switchport
9. show interfaces interface-id trunk

VLANトランクの設定
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10. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

トランクに設定するポートを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

インターフェイスをレイヤ2トランクとして設定し
ます（インターフェイスがレイヤ 2アクセスポー

switchport mode {dynamic {auto | desirable} | trunk}

例：

ステップ 4

トまたはトンネルポートであり、トランキングモー

ドを設定する場合に限り必要となります）。スイッチ(config-if)# switchport mode dynamic
desirable

• dynamic auto：ネイバーインターフェイスが
trunkまたは desirableモードに設定されている
場合に、インターフェイスをトランクリンク

として設定します。これはデフォルトです。

• dynamic desirable：ネイバーインターフェイ
スが trunk、desirable、または autoモードに設
定されている場合に、インターフェイスをトラ

ンクリンクとして設定します。

• trunk：ネイバーインターフェイスがトランク
インターフェイスでない場合でも、インター

フェイスを永続的なトランキングモードに設

定して、リンクをトランクリンクに変換する

ようにネゴシエートします。

（任意）インターフェイスがトランキングを停止し

た場合に使用するデフォルトVLANを指定します。
switchport access vlan vlan-id

例：

ステップ 5

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ(config-if)# switchport access vlan 200

IEEE802.1Qトランク用のネイティブVLANを指定
します。

switchport trunk native vlan vlan-id

例：

ステップ 6

スイッチ(config-if)# switchport trunk native vlan
200

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

スイッチ(config)# end

インターフェイスのスイッチポート設定を表示し

ます。[Administrative Mode]および [Administrative
TrunkingEncapsulation]フィールドに表示されます。

show interfaces interface-id switchport

例：

スイッチ# show interfaces gigabitethernet 1/0/2

ステップ 8

switchport

インターフェイスのトランクの設定を表示します。show interfaces interface-id trunk

例：

ステップ 9

スイッチ# show interfaces gigabitethernet 1/0/2
trunk

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 10

スイッチ# copy running-config startup-config

トランクでの許可 VLANの定義

VLAN 1は、すべての Cisco devicesのすべてのトランクポートのデフォルトVLANです。以前
は、すべてのトランクリンクで VLAN 1を必ずイネーブルにする必要がありました。VLAN 1
の最小化機能を使用して、個々の VLANトランクリンクで VLAN 1をディセーブルに設定で
きます。これにより、ユーザートラフィック（スパニングツリーアドバタイズなど）はVLAN
1で送受信されなくなります。

手順の概要

1. enable

VLANトランクの設定
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2. configure terminal
3. interface interface-id

4. switchport mode trunk
5. end
6. show interfaces interface-id switchport
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

設定するポートを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

ステップ 3

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

インターフェイスを VLANトランクポートとして
設定します。

switchport mode trunk

例：

ステップ 4

スイッチ(config-if)# switchport mode trunk

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config)# end

表示された [Trunking VLANs Enabled]フィールドの
設定を確認します。

show interfaces interface-id switchport

例：

ステップ 6

スイッチ# show interfaces gigabitethernet 1/0/1
switchport

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

スイッチ# copy running-config startup-config

プルーニング適格リストの変更

プルーニング適格リストは、トランクポートだけに適用されます。トランクポートごとに独

自の適格リストがあります。この手順を有効にするには、VTPプルーニングがイネーブルに設
定されている必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. switchport trunk pruning vlan {add | except | none | remove} vlan-list [,vlan [,vlan [,,,]]
5. end
6. show interfaces interface-id switchport
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

VLANプルーニングを適用するトランクポートを選
択し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet0/1

ステップ 3

トランクからのプルーニングを許可するVLANのリ
ストを設定します。

switchport trunk pruning vlan {add | except | none |
remove} vlan-list [,vlan [,vlan [,,,]]

ステップ 4

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

add、except、noneおよび removeキーワードの使用
方法については、このリリースに対応するコマンド

リファレンスを参照してください。

連続していない VLAN IDは、カンマ（スペースな
し）で区切ります。IDの範囲はハイフンで指定しま
す。有効な ID範囲は2～1001です。拡張範囲VLAN
（VLAN ID 1006～ 4094）はプルーニングできませ
ん。

プルーニング不適格の VLANは、フラッディング
トラフィックを受信します。

デフォルトでは、プルーニングが許可されるVLAN
のリストには、VLAN 2～ 1001が含まれます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config)# end

表示された [PruningVLANsEnabled]フィールドの設
定を確認します。

show interfaces interface-id switchport

例：

ステップ 6

スイッチ# show interfaces gigabitethernet 1/0/1
switchport

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

スイッチ# copy running-config startup-config

タグなしトラフィック用ネイティブ VLANの設定

IEEE 802.1Qタギングが設定されたトランクポートは、タグ付きトラフィックおよびタグなし
トラフィックの両方を受信できます。デフォルトでは、deviceはタグなしトラフィックを、
ポートに設定されたネイティブ VLANに転送します。ネイティブ VLANは、デフォルトでは
VLAN 1です。

ネイティブ VLANには任意の VLAN IDを割り当てることができます。

パケットのVLAN IDが出力ポートのネイティブVLAN IDと同じであれば、そのパケットはタ
グなしで送信されます。ネイティブVLANIDと異なる場合は、deviceはそのパケットをタグ付
きで送信します。

VLANトランクの設定
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. switchport trunk native vlan vlan-id

5. end
6. show interfaces interface-id switchport
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

IEEE 802.1Qトランクとして設定するインターフェ
イスを定義して、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

ステップ 3

トランクポート上でタグなしトラフィックを送受信

する VLANを設定します。
switchport trunk native vlan vlan-id

例：

ステップ 4

vlan-idに指定できる範囲は 1～ 4094です。
スイッチ(config-if)# switchport trunk native vlan
12

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config-if)# end

[Trunking Native Mode VLAN]フィールドの設定を確
認します。

show interfaces interface-id switchport

例：

ステップ 6

スイッチ# show interfaces gigabitethernet 1/0/2

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

switchport

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

スイッチ# copy running-config startup-config

トランクポートの負荷分散の設定

STPポートプライオリティによる負荷分散の設定

次の手順では、STPポートプライオリティを使用した負荷分散を指定してネットワークを設定
する方法について説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vtp domain domain-name

4. vtp mode server
5. end
6. show vtp status
7. show vlan
8. configure terminal
9. interface interface-id

10. switchport mode trunk
11. end
12. show interfaces interface-id switchport

13. デバイス Aで、deviceの 2番目のポートに対して前述の手順を繰り返します。
14. デバイス Bで前述の手順を繰り返し、デバイス Aで設定したトランクポートに接続す

るトランクポートを設定します。

15. show vlan
16. configure terminal
17. interface interface-id

18. spanning-tree vlan vlan-range port-priority priority-value

19. exit
20. interface interface-id

21. spanning-tree vlan vlan-range port-priority priority-value

22. end
23. show running-config
24. copy running-config startup-config

VLANトランクの設定
13

VLANトランクの設定

トランクポートの負荷分散の設定



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

デバイス Aで、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

スイッチ# configure terminal

VTP管理ドメインを設定します。vtp domain domain-name

例：

ステップ 3

1～ 32文字のドメイン名を使用できます。

スイッチ(config)# vtp domain workdomain

デバイス Aを VTPサーバーとして設定します。vtp mode server

例：

ステップ 4

スイッチ(config)# vtp mode server

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

スイッチ(config)# end

デバイス Aおよびデバイス Bの両方で、VTP設定
を確認します。

show vtp status

例：

ステップ 6

表示された VTP Operating Modeおよび VTP Domain
Nameフィールドをチェックします。スイッチ# show vtp status

デバイス Aのデータベースに VLANが存在してい
ることを確認します。

show vlan

例：

ステップ 7

スイッチ# show vlan

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 8

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ# configure terminal

トランクとして設定するインターフェイスを定義

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet1/0/1

ステップ 9

ポートをトランクポートとして設定します。switchport mode trunk

例：

ステップ 10

スイッチ(config-if)# switchport mode trunk

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

スイッチ(config-if)# end

VLANの設定を確認します。show interfaces interface-id switchport

例：

ステップ 12

スイッチ# show interfaces gigabitethernet 1/0/1
switchport

デバイス Aで、deviceの 2番目のポートに対して
前述の手順を繰り返します。

ステップ 13

デバイス Bで前述の手順を繰り返し、デバイス A
で設定したトランクポートに接続するトランク

ポートを設定します。

ステップ 14

トランクリンクがアクティブになると、VTPがデ
バイスBにVTPおよびVLAN情報を渡します。こ

show vlan

例：

ステップ 15

のコマンドは、デバイス Bが VLAN設定を学習し
たことを確認します。スイッチ# show vlan

デバイス Aで、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 16

スイッチ# configure terminal

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

STPのポートプライオリティを設定するインター
フェイスを定義し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 17

指定された VLAN範囲にポートプライオリティを
割り当てます。0～240のポートプライオリティ値

spanning-tree vlan vlan-range port-priority
priority-value

例：

ステップ 18

を入力します。ポートプライオリティ値は 16ずつ
増分します。

スイッチ(config-if)# spanning-tree vlan 8-10
port-priority 16

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 19

スイッチ(config-if)# exit

STPのポートプライオリティを設定するインター
フェイスを定義し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/2

ステップ 20

指定された VLAN範囲にポートプライオリティを
割り当てます。0～240のポートプライオリティ値

spanning-tree vlan vlan-range port-priority
priority-value

例：

ステップ 21

を入力します。ポートプライオリティ値は 16ずつ
増分します。

スイッチ(config-if)# spanning-tree vlan 3-6
port-priority 16

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 22

スイッチ(config-if)# end

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 23

スイッチ# show running-config

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 24

スイッチ# copy running-config startup-config

STPパスコストによる負荷分散の設定

次の手順では、STPパスコストを使用した負荷分散を指定してネットワークを設定する方法に
ついて説明します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface interface-id

4. switchport mode trunk
5. exit

6. デバイス A内の別のインターフェイスでステップ 2～ 4を繰り返します。
7. end
8. show running-config
9. show vlan
10. configure terminal
11. interface interface-id

12. spanning-tree vlan vlan-range cost cost-value

13. end

14. デバイス Aに設定したもう一方のトランクインターフェイスでステップ 9～ 13を繰り
返し、VLAN 8、9、および 10のスパニングツリーパスコストを 30に設定します。

15. exit
16. show running-config
17. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

スイッチ> enable

デバイス Aで、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ# configure terminal

トランクとして設定するインターフェイスを定義

し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

ポートをトランクポートとして設定します。switchport mode trunk

例：

ステップ 4

スイッチ(config-if)# switchport mode trunk

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 5

スイッチ(config-if)# exit

デバイス A内の別のインターフェイスでステップ
2～ 4を繰り返します。

ステップ 6

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

スイッチ(config)# end

入力を確認します。画面で、インターフェイスがト

ランクポートとして設定されていることを確認し

てください。

show running-config

例：

スイッチ# show running-config

ステップ 8

トランクリンクがアクティブになると、デバイス

Aがもう一方のdevicesからVTP情報を受信します。
show vlan

例：

ステップ 9

このコマンドは、デバイスAがVLANコンフィギュ
レーションを学習したことを確認します。スイッチ# show vlan

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 10

VLANトランクの設定
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目的コマンドまたはアクション

スイッチ# configure terminal

STPコストを設定するインターフェイスを定義し、
インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface interface-id

例：

スイッチ(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 11

VLAN 2～ 4のスパニングツリーパスコストを 30
に設定します。

spanning-tree vlan vlan-range cost cost-value

例：

ステップ 12

スイッチ(config-if)# spanning-tree vlan 2-4 cost
30

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

end

例：

ステップ 13

スイッチ(config-if)# end

デバイスAに設定したもう一方のトランクインター
フェイスでステップ9～13を繰り返し、VLAN8、

ステップ 14

9、および 10のスパニングツリーパスコストを 30
に設定します。

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 15

スイッチ(config)# exit

入力を確認します。両方のトランクインターフェ

イスに対してパスコストが正しく設定されている

ことを表示で確認します。

show running-config

例：

スイッチ# show running-config

ステップ 16

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

スイッチ# copy running-config startup-config

VLANトランクの設定
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VLANトランキングの設定例

例：トランクポートの設定

次に、IEEE 802.1Qトランクとしてポートを設定する例を示します。この例では、ネイバーイ
ンターフェイスが IEEE 802.1Qトランキングをサポートするように設定されていることを前提
としています。

Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface gigabitethernet1/0/2
Switch(config-if)# switchport mode dynamic desirable
Switch(config-if)# end

例：ポートからの VLANの削除
次に、ポートの許可 VLANリストから VLAN 2を削除する例を示します。

Switch(config)# interface gigabitethernet 1/0/1
Switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan remove 2
Switch(config-if)# end

次の作業
VLANトランクを設定したら、次の項目を設定できます。

• VLAN

•プライベート VLAN

VLANトランクの設定
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